
 

【お名前】 

善
ぜん

養寺
よ う じ

 幸子
さ ち こ

 

【現職（所属）】 

オーガニックテーブル株式会社 

代表取締役 

株式会社エコエナジーラボ 

代表取締役 

有限責任中間法人環境ビジネスウィ

メン 事務局長 

【略歴】 

1966 年 東京生まれ 

都立工芸高校 金属工芸科卒業、 都立品川高等職業技術専門校 建築製図科卒業 

1993 年に綱島幸子設計事務所を設立。1998 年に一級建築士事務所 オーガニッ

クテーブルに改名。2001 年にオーガニックテーブル株式会社に法人化、代表取締役

に就任。2006 年には株式会社エコエナジーラボを設立。 

 

保有資格 一級建築士・福祉住環境コーディネーター 

 

著書 ・「「2050 年」から環境をデザインする」共著 彰国社 2007 

   ・「建築家のメモ２」共著 丸善株式会社 2005 

・「環境ビジネスウィメン」共著 日経 BP 2005 

 

賞歴 ・2000 年 IBEC 環境・省エネルギー住宅賞 第 5 回 板硝子協会会長賞 

   ・2000 年 東京電力住まい街づくり塾 最優秀作品賞 

   ・2000 年 全日本建築士会連合会 実践奨励賞 

   ・2002 年 IBEC 環境・省エネルギー住宅賞 第 6 回 ベタ−リビング理事長賞 

   ・2003 年 フォレストモア木の国日本の住宅デザインコンペ 2003 最優

秀・高橋元賞 

   ・2003 年 環境省 NGO/NPO・企業環境政策提言 優秀提言 

   ・2004 年 環境省 NGO/NPO・企業環境政策提言 優秀に準ずる提言 



   ・2006 年 第 8 回「あたたかな住空間デザイン」コンペティション住宅デザ

イン部門 ベターリビング賞 

   ・2006 年 環境省「私が考える自然資本 百年の国づくりの提案」佳作 

   ・2006 年 「美しいまちをつくる、むらをつくる」提案競技、足立区長賞 

   ・2006 年 第７回 JIA 環境建築賞 住宅建築部門 入賞 

 

【カーボンオフセットに関する取組、一言コメント】 

今後の CO2 削減の手法として、心理的な面、経済的な面を鑑みても、カーボンオフ

セットは重要な位置づけとなって来ると思います。カーボンオフセットについて興味を

抱く起業家に、従来の環境活動の延長に環境ビジネスを考えてきた起業家とは違う種類

の方々、IT や金融というビジネスの最前線を歩んできたような方々をみかけます。そ

れは、環境が経済の中に組み込まれてきつつある実感でもあります。「カーボンオフセ

ット」という言葉は、今はまだ、消費者の認知も高くはありませんが、当たり前になっ

ていくのも時間の問題でしょう。良い形で広がっていくことを期待しています。 

 


